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国際海上輸送ネットワークにおける
緊急時対応の課題

－安全保障の視点から－

笹川平和財団 日米・安全保障研究ユニット
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シンポジウム 海洋国家日本
の経済安全保障戦略 その１  ～我が国経済を支える国際海上輸送ネットワークの戦略的確保に向けて～
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世界の海上交通に影響する安全保障環境
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戦争・紛争地域と
日本と世界を結ぶ海上輸送ルート

出典：「SHIPPING NOW 2025₋2026」（公財）日本海事広報協会
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日本周辺の海上交通に影響する安全保障環境
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出典：「中国情勢」防衛省 2026年6月
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日本周辺の軍事的活動状況と
日本と世界を結ぶ海上輸送ルート

出典：「SHIPPING NOW 2025₋2026」（公財）日本海事広報協会
 「中国情勢」防衛省 2026年6月
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・海上輸送ネットワークの継続性を支える「基盤」の確保
～「経路」の安全と継続を支える対応枠組みの構築～

１．FOIPをはじめとする地域・国際連携による海洋秩序の維持
２．ネットワークの機能低下の最小化に向けた緊急時対応
３．影響の段階的顕在化への備え
４．コンテナ輸送の代替えルート及び結節点の確保・運用
５．市場調整の限界を超える局面を見据えた物資の確保
６．リスクファイナンス体制の整備
７．官民の認識ギャップを踏まえた公的関与の判断基準の明確化
８．官民連携により商業輸送継続を支える安全確保方策
９．人的基盤への配慮

© 2026 Yasuhiro KAWAKAMI我が国経済を支える国際海上輸送ネットワークの
戦略的確保に関する提言

緊急事態情報の収集・共有・分析・配布
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国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保

【課 題】
○ 戦争・紛争、事前現象等による海上ﾈｯﾄﾜｰｸの一部分断への対応

【対 策】
○ 緊急事態の予兆・状況等情報の早期入手
（気象・海洋データ、自然現象、脅威、航行中の船舶に関する情報、安全保障情勢等）
・官民が連携した総合的な情報の収集・集約・分析・配布
・同盟国・同志国との情報共有による収集・集約・分析・配布
（特に主要な海上輸送ﾈｯﾄﾜｰｸの輸出入国・ルート沿岸国が重要）
（情報に関しては、この段階から官民協同が重要）

○ （分断後はまず）船舶の安全確保（危険海域からの退避）
○ 一部分断地域を迂回（別ルートの使用）・民間事業者独自の安全確保
○ 海上保安庁・海上自衛隊艦船などによる船舶誘導・護衛（官民協同）

© 2026 Yasuhiro KAWAKAMI

出典：Livedoor news
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目標：
緊急時においても
日本と世界を結ぶ海上輸送ルートを確保すること

→可能な限り正確な情報を早期に入手することが重要

出典：「SHIPPING NOW 2025₋2026」（公財）日本海事広報協会

© 2026 Yasuhiro KAWAKAMI

国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保
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国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保
出典：海知る、

「地球観測衛星データサイト」JAXA

海洋状況把握：
国家の安全保障、経済、環境、
資源に影響を及ぼす可能性のある
海洋のあらゆる事象を、情報集約
と共有によって効果的に把握する
取り組み
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国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保
出典：「地球観測衛星データサイト」JAXA
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国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保

GNSS：Global Navigation Satellite System：全球測位衛星システム 
出典：株式会社IHI、株式会社アークエッジ・スペース、LocationMind株式会社

*VDESは、VHFデータ交換システム（VDES: VHF Data Exchange System）の略称。

・VDES衛星による海洋DXと海洋状況把握
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国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保

●共通の価値観を共有する海上輸送ネットワーク輸出入国・沿岸国間の情報共有
（気象・海洋データ、自然現象、 脅威、航行中の船舶に関する情報、安全保障情勢など）

○既存の海洋状況把握（MDA）システムのさらなる有効活用および情報共有の強化

出典：海知る

緊急事態情報の
収集・共有・分析・配布について

・価値観を共有する同盟国・同志国
間で情報を共有
・官民協力

・平時のみならず緊急時においても
日本と世界を結ぶ海上輸送ルートを確保
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●緊急事態において、まず必要な要素は、情報の収集、共有、分析、配布

○緊急事態の予兆・状況等情報を早期に入手し、安全確保（危険海域からの退避）

○その後、迂回や官民協力による安全確保、護衛などの運用

© 2026 Yasuhiro KAWAKAMI

国際海上輸送ネットワークにおける緊急事態情報の確保

【まとめ】

○そのため、平時から国内の官民協力をはじめ価値観を共有する輸出入国、海上輸送ネットワー
ク沿岸国間の協力（情報共有など）態勢を確立し、準備を整えておくことが重要かつ必要
（気象・海洋データ、自然現象、脅威、航行中の船舶に関する情報、安全保障情勢など）
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